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目的・目標 事業の概要

２.事業の検証
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成果指
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算
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科
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平
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成19年度
の検証結果

事
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公園整備事業
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り事業部　みどり公園
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03 基本目標３　

ソ

　人と自然が調和した

フ

、やすらぎのあるまち

ト

総合計画の
02 ②〈住

根

みごこち〉　人にやさ

拠

しい居住空間をつくる

法

位置付け
02 2 身近

令

な生活環境を充実する

等

市民

□ □ □ □ 自治会な

対

ど

市民が快適でやすら

象

ぎを感じられる、みど

・

り豊かな魅力ある公 市

受

民が潤いとやすらぎの

益

場を享受し、歴史・文

者

化・スポーツに
園が充

事

実しています。 触れ合

業

う機会を増やすため、

期

住区基幹公園の整備を

間

進めます。
また、施設

委

の老朽化が進んでいる

託

公園については、再整

、

備を行
います。
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ークショップ開催回数

働

回

－

4 4 4

14

３年間

【

の公園整備進捗率 ％

H

委

19：ワークショップ

託

開催20％、H20：

：

八幡山・高麗山公園再

3

整備43％、H21：

セ

文化財調査・高麗山公

ク

園
再整備37％

20 6

・

3 100

20

整備又は

財

再整備した公園の数 箇

団

所

2 1

①：予定どおり

企

桜ヶ丘公園整備ワーク

業
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高麗山公園は、

策

桜の開花には大勢の観

業

光客が訪れます。しか

有

しながら、桜の木も寿

効

命や病気により減少し

性

てきているため、この

継

ままでは観光地として

続

の存続が危ぶまれる。

に

よって、桜の補植を行

よ

い復元をしたい。また

る

、アスレチック遊具は

成

、遊具の損傷に
より撤

果

去をしたが、休日には

向

、利用者が多く人気が

上

高いため当初の遊具数

の

は確保していきたい。

可

既存公園の再生に向け

能

、既存施設に固執しな

性

いよう計画検討をし実

低

施する。

現在、公園整

そ

備においてワークショ

の

ップは必要不可欠と
な

他

っているため、今後も

事

公園整備計画に合わせ

業

市の方針
は出すが今、

の

市民・地域が何を求め

目

ているのか検証する
と

的

ともに協働で実施して

､

いきたい。

対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）
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了 他事業と統合
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題
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平成21年度の
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取組方針

課長コメント

抽

■ 公園への多様化する

出

市民ニーズにこたえる

総

ために、幅広
●■ い参

合

加者からの意見を取り

評

込む必要がある。

■ ○

価

□
□ 市民が公園作りの

市

段階から参加すること

民

によって、公園
●■ へ

ニ

の愛着を持ってもらえ

ー

、その後の公園行政へ

ズ

の協力も

■ 得られる。

高

○
□
■ 管理運営のワー

事

クショップを行うこと

業

によって、公園維
●

□

目

持管理運営を市民と行

的

政が協働で行っていく

の

こととなっ
○

□ た。
○

達

□
■ 公園作りだけでな

成

く、管理運営までのワ

状

ークショップに
●

■ 発

況

展させて、市民と行政

必

の役割を決め、協働す

要

ることに
○

□ よって、

性

効率の良い管理を検討

市

する。
○

□

地域住民と

の

ワークショップ等を通

関

じ協働で基本構想を作

与
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の
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必

役割分担を行っていき

要

たい
。
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